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日程

 1/24到着

 1/25 研究発表，ウェルカムパーティ

 1/26 ラボツアー，特別講演

 1/27 スポーツ交流

 1/28 工場見学

 1/29 社会見学（富士山本宮浅間大社，東海大学海洋科学博物館）

 1/30 異文化交流プログラム（送別会）

 1/31 社会見学（掛川城）
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集合写真

国立台湾科技大学
Prof. Ri-ichi Murakami

Prof. Chang-Mou Wu

Prof. Chun-Hui Chung

Mr. Lin Po Chun，Mr. Chih-Ying Wang，
Mr. Tzu-Yi Li，Ms. Jui-Che Wu，Mr.Liu Peng

概要
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国立台湾科技大学

• 台湾台北市にある理系・科学技術系の国立
大学．

• 台湾経済及び工業の発展に必要な専門技術
者と管理職を育成するために1974年に設立さ
れた国立台湾工業技術学院(NTIT, National

Taiwan Institute of Technology)が前身である．
• 1979年に修士課程，1982年に博士課程が追
加された．

• 学生数は約10000人．
(学部生：5605人，院生4902人)

静岡大学
教員：東郷先生，島村先生，藤井先生
博士：M.S.Muhamad Azmi

修士：14名

学部生：岡部紘彰，後藤健太，齋藤宥太，
清水悠希，藤原政人

インターンシップ生：望月爽馬



Tohgo, Shimamura and Fujii Group 熱い討論ウェルカムパーティ

研究発表，ウェルカムパーティ（1日目）
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研究発表 質疑応答の様子



Tohgo, Shimamura and Fujii Group Chung 先生による特別講演Wu 先生による特別講演

ラボツアー，特別講演（2日目）
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 機械工学科（東郷・島村・藤井研、酒井・静研、早川研）
電子物質科学科（井上研）、工作センター見学

 Chang-Mou Wu 先生，Chun-Hui Chung 先生による特別講演

電子物質科学科 井上研究室見学 工作センター見学
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試合中ルール説明

スポーツ交流（バスケットボール）（3日目）

6作戦会議 試合後は握手
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工場見学（4日目）
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トクラス（住宅機器メーカー）で工場見学

宴会
うなぎパイ工場見学



Tohgo, Shimamura and Fujii Group手水を体験 東海大学海洋科学博物館

富士山本宮浅間大社，
東海大学海洋科学博物館（5日目）
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富士山本宮浅間大社

 富士山本宮浅間大社
静岡県富士宮市にある神社．富士信仰の中
心地であり，2013年には「富士山-信仰の対

象と芸術の源泉」の構成資産の一つとして世
界文化遺産に登録されている．

 東海大学海洋科学博物館
東海大学海洋学部の付属博物館で海の科
学をテーマとしている．生物学や工学の研究
も行い，その研究の成果も紹介している．



Tohgo, Shimamura and Fujii Group

買い出し風景

鍋料理

異文化交流プログラム（6日目）
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互いの国の文化を象徴する料理を制作

準備風景

フェアウェルパーティ



Tohgo, Shimamura and Fujii Group茶室体験

社会見学（掛川城）（7日目）
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掛川城：

遠江国佐野郡掛川（現在の静岡県掛川
市）にあった日本の城．
現在は，1854年に倒壊した天守や大手門

などの一部の建物，塀が復元され，堀や
土塁，石塁の復元が行われている．

二の丸御殿は国の重要文化財に指定さ
れている．

天守閣前での記念写真
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交流会を終えて
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今回のSSSVでは，十分にコミュニケーションをとり交流を
深めることができた．しかし，互いの英語能力が高ければ，
その交流をより深いものにでき，プレゼンテーションに
おいても互いに意見を交わすことができたのではないかと
考えると，これからも英語を継続的に勉強しなければ
ならないと感じた．

SSSVを通じて，言語だけでなくものの見方，考え方など，
日本との文化の違いを直に体験することができ，
国際的な考え方を知ることができた．これを機に
日本の文化に囚われず，国際的な観点から様々な物事を
とらえられるようにしていきたい．

良き友人ができ，実際に会いに行き台湾の文化を紹介し
て頂いた．
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Taiwan Tecにて話し合い

士林夜市の様子 最後の晩餐

臭豆腐

おまけ：台湾に自費で行ってきました! (3/1~3/4)
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Thank you for your attention.


